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防災道の駅「掛合の里」から派遣した防災用コンテナ型トイレが稼働開始
～令和８年熊本地震における被災地への支援～

令和８年７月２８日に発生した熊本地震の被災地支援のため、中国地方整備局

松江国道事務所より、防災道の駅「掛合の里」（島根県雲南市掛合町）に設置し

ている防災用コンテナ型トイレを、熊本県八代郡氷川町に派遣し、運用を開始し

ました。

令和８年８月３日

かけや

１．設置場所等

設置場所：竜北グラウンド（熊本県八代郡氷川町野津３１３４）

〈派遣の行程〉

•道の駅「掛合の里」（島根県雲南市掛合町掛合、防災道の駅）を８月1日（土）
９時４５分に出発

•竜北グラウンドに８月１日（土）到着、８月２日（日）１６時１０分 運用開始

問い合わせ先 国土交通省 中国地方整備局 松江国道事務所

副 所 長（管理） 奥山 敏幸

（管理担当） 管理第一課長 横山 裕美 （内線４３１）

      （広報担当） 計画課長 山田 健 （内線２６１）

TEL ：（０８５２）６０－１３４６（管理第一課 直通）
URL： https://www.cgr.mlit.go.jp/matsukoku/  

おくやま    としゆき

よこやま     ひろみ

※道路の異状を発見したら、道路緊急ダイヤル 緊急通報＃９９１０へ

※松江国道事務所では、 X（旧twitter）による情報発信を行っています。
X： https://X.com/road_matsue
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２．防災用コンテナ型トイレの概要

・本トイレは、平常時は道の駅「掛合の里」で活用し、災害時には被災地に運搬
して活用が可能なコンテナ型の水洗トイレです。

・太陽光発電装置を搭載し、商用電源への接続が不要です。

・浄化システムを搭載しており、運用時に給水を行えば、上下水道への接続が
不要な水循環式自己処理型トイレです。
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国土を整え、全力で備える
国土交通省

松江国道事務所熊本地震の被災地へ派遣した防災用コンテナ型トイレを設置しました

道の駅「掛合の里」（島根県雲南市掛合町）
防災用コンテナ型トイレ

○道の駅「掛合の里」を令和８年８月１日（土）９時４５分に出発
○竜北グラウンド（熊本県八代郡氷川町野津３１３４）に同日２１時００分到着
○８月２日（日）１６時１０分に設置完了、運用開始

設置の写真

かけや

りゅうほく

クレーンでの設置作業①

機器調整作業

やつしろぐん ひかわちょう のづ

設置完了

中国地方整備局より派遣した防災用コンテナ型トイレ 四国地方整備局より派遣した防災用コンテナ型トイレ

クレーンでの設置作業② 接続作業
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